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凡凡

例例 
一
、
本
書
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
新
古
改
撰
誌
記
」（
縦
二
二
・
七
㌢ 

×

横
一
六
・
一
㌢
、
竪
帳
）
三
一
冊
の
う
ち
巻
十
四
か
ら
巻
十
九
ま
で
の
六
冊
を
翻 

刻
し
た
も
の
で
あ
る
。 

一
、
「
新
古
改
撰
誌
記
」
は
、
幕
府
の
中
間
頭
の
勤
方
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
が
、 

こ
れ
に
つ
い
て
は
田
原
昇
氏
の
先
行
研
究
「
江
戸
城
内
の
運
営
と
「
五
役
」―

「
新 

古
改
撰
誌
記
」
よ
り
」（
『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
12
号
』
二
〇
〇
六 

年
）
が
あ
り
、
本
書
も
こ
れ
に
学
ん
で
い
る
。「
新
古
改
撰
誌
記
」
に
頻
出
す
る 

五
役
（
御
中
間
・
御
小
人
・
黒
鍬
之
者
・
御
掃
除
之
者
・
御
駕
籠
之
者
）
の
詳
細 

に
つ
い
て
は
同
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

一
、
当
館
が
所
蔵
す
る
「
新
古
改
撰
誌
記
」
は
計
三
一
冊
で
あ
る
が
、
巻
号
の
表
記 

に
よ
り
三
冊
の
欠
本
が
確
認
さ
れ
る
。
参
考
の
た
め
「
新
古
改
撰
誌
記
」
の
内
訳 

を
表
１
の
よ
う
に
一
覧
す
る
。 

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
極
力
原
文
書
の
表
記
を
尊
重
す
る
よ
う
に
努
め
、
左
記
の 

よ
う
に
編
集
を
施
し
た
。 

① 

適
宜
、
読
点
「
、
」
お
よ
び
並
列
点
「
・
」
を
付
し
た
。
名
前
や
役
職
名
・
地

名
な
ど
が
連
続
し
て
出
て
き
た
場
合
に
は
並
列
点
「
・
」
を
使
用
し
た
。 

② 

当
用
漢
字
・
常
用
漢
字
を
原
則
（
俗
字
・
異
体
字
は
使
わ
な
い
）
と
し
、
な

い
も
の
は
正
字
を
用
い
た
。
但
し
、
国
字
が
あ
る
場
合
に
は
正
字
よ
り
も
国

字
を
優
先
し
た
。
人
名
も
同
じ
。 

但
し
、
躰
・
巾
・
抔
・
惣
・
炮
・
扣
・
坐
・
簱
・
儘
・
附
・
寐
・
釰
・ 

靱
な
ど
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。 

「
せ
が
れ
」
は
「
倅
」
、
面
積
・
容
積
の
単
位
の
「
夕
」
は
「
勺
」
、「
け 

ん
か
」
の
「
𠵅𠵅
」
は
「
嘩
」
、「
み
の
が
さ
」
の
「
簑
」
は
「
蓑
」
を
使 

っ
た
。
「
抛
鞘
」
の
よ
う
に
「
な
げ
る
」
は
「
抛
」
を
使
っ
た
。 

③ 

衍
字
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
右
傍
に
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。
当
て
字
・
誤
字 

は
右
傍
に
（
マ
マ
）
あ
る
い
は
（
何
カ
）
を
付
し
た
。
正
し
い
字
が
わ
か
る 

場
合
は
右
傍
に
（
何
）
と
記
し
た
。
ま
た
脱
字
が
あ
る
場
合
は
同
様
に
「
何 

脱
カ
」
と
傍
記
す
る
。
い
ず
れ
も
同
一
巻
に
お
い
て
は
初
出
の
み
と
し
た
。 

な
お
、
以
下
の
頻
出
す
る
当
て
字
は
原
文
書
の
ま
ま
と
し
、
傍
記
も
略
し 

た
。 

已
（
＝
以→

已
前
・
已
来
・
已
上
）
、
簾
々
（
＝
廉
々
）、
寄
特
（
＝
奇
特
）、

性
（
＝
姓→

百
性
・
性
名
）、
情
（
＝
精→

出
情
）
、
訴
詔
（
＝
訴
訟
）
、 

操
（
＝
繰→

操
上
・
操
合
な
ど
）
、
太
鞁
（
＝
太
鼓
）
、
茶
椀
（
＝
茶
碗
）
、

丁
（
＝
町
）
、
挑
灯
（
＝
提
灯
）
、
町
銘
（
＝
町
名
）
、
篇
（
＝
遍
）
、
堀
（
＝

掘
）、
屋
鋪
・
屋
舗
（
＝
屋
敷
）、
暦
（
＝
歴
）、
録
（
＝
禄→

元
録
・
永
録
）
、 

抱
（
＝
拘
か
か
わ
る
） 

④ 

片
仮
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
変
体
仮
名
は
同
音
の
平
仮
名
に
改
め
た
。 

但
し
、
ニ
・
而
・
者
・
江
・
茂
・
与
・
而
已
・
幷
は
そ
の
ま
ま
と
し
文 

字
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
右
寄
せ
し
た
。
漢
字
の
「
得
」「
之
」
お
よ
び
平
仮 

名
の
「
ゐ
」
「
ゑ
」
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
。 

⑤ 

合
字
（
ゟ
な
ど
）
は
平
仮
名
に
改
め
た
。 

⑥ 
文
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
年
号
・
干
支
や
諸
々
の
数
字
・
数
値
並
び
に
役
職

名
や
続
柄
な
ど
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。 
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但
し
、
年
号
と
在
職
者
が
一
致
し
な
い
よ
う
な
誤
記
と
思
料
さ
れ
る
場

 

合
に
は
該
当
箇
所
へ
修
正
の
ル
ビ
を
付
し
た
。 

ま
た
、
〆
は
「
合
計
」
の
意
の
場
合
の
み
そ
の
ま
ま
と
し
、「
締
」「
貫
」 

の
意
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
で
記
し
た
。 

⑦ 

欠
損
、
ま
た
は
判
読
不
明
の
文
字
は
、
□
□…

（
字
数
分
）
、
［

］
（
字
数

不
明
）
で
示
し
、
蝕
損
な
ど
は
右
傍
に
（
虫
損
）（
破
損
）
な
ど
と
記
し
た
。 

⑧ 

踊
り
字
は
、
漢
字
は
「
々
」
、
平
仮
名
は
「
ゝ
」
、
片
仮
名
は
「
ヽ
」
を
用
い

た
。
大
返
し
「
〳
〵
」
は
仮
名
お
よ
び
仮
名
と
漢
字
ま
じ
り
の
時
に
用
い
て
、

漢
字
だ
け
の
場
合
に
は
「
々
々
」
を
使
用
し
た
。 

⑨ 

原
文
中
の
行
間
の
補
記
は
、
原
則
と
し
て
本
文
中
に
繰
り
入
れ
た
。 

⑩ 

抹
消
は
原
則
二
重
線
‖
で
付
し
た
。 

但
し
、
本
文
内
に
他
の
抹
消
表
示
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
生
か
し
た
。 

本
文
内
に
あ
る
抹
消
表
示
は
字
配
り
と
同
じ
位
置
に
同
じ
表
示
で
記
載 

し
た
。 

ま
た
語
句
の
見
セ
消
チ
は
正
し
い
語
句
に
て
表
記
し
た
。 

⑪ 

意
味
不
明
箇
所
に
つ
い
て
は
、
右
傍
な
ど
に
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。 

⑫ 

印
章
は
実
際
に
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
は
㊞
と
表
記
し
、
文
字
で
印
と
記
さ

れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
「
印
」
と
表
記
し
た
。 

⑬ 

朱
書
は
該
当
箇
所
を
「

」
で
括
り
、
右
傍
肩
に
（
朱
書
）
と
記
し
た
。 

朱
引
き
は
右
傍
肩
に
（
朱
引
）
と
記
し
た
。 

ま
た
、（
朱
書
）（
朱
引
）
な
ど
が
同
一
の
項
目
・
箇
所
で
大
量
に
記
載
さ
れ 

る
場
合
に
は
表
示
の
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
そ
の
冒
頭
に
注
意
書
き
を 

付
し
て
（
朱
書
）（
朱
引
）
の
表
示
を
省
略
し
た
。
例
示
は
次
の
通
り
。 

例

〔 

注注

こ
の
項
目
で
多
数
記
載
さ
れ
て
い
る
「
」
内
は
（
朱
書
）
で 

あ
り
、・
・
・
・
・
・
を
表
し
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
表
示
の
煩
雑 

を
避
け
る
た
め
に
（
朱
書
）
の
表
示
は
省
略
し
た
。 

〕 

⑭ 

原
則
と
し
て
台
頭
は
三
字
あ
け
、
平
出
は
二
字
あ
け
、
闕
字
は
一
字
あ
け
と

し
た
（
数
文
字
に
わ
た
る
闕
字
の
場
合
も
一
字
あ
け
で
統
一
し
た
）
。 

そ
の
ほ
か
、
日
付
や
人
名
・
役
職
名
な
ど
が
明
確
で
な
く
空
欄
表
示
に
し 

て
い
る
場
合
は
、
日
付
は
一
字
あ
け
と
し
人
名
・
役
職
名
の
場
合
は
二
字

あ
け
と
し
た
。 

⑮ 

（

）
の
な
い
ル
ビ
な
ど
は
、
原
文
書
に
振
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

⑯ 

人
名
で
同
一
人
に
も
拘
わ
ら
ず
「
嘉
右
衛
門
」
と
「
加
右
衛
門
」
な
ど
の
混

用
が
見
ら
れ
る
が
、
統
一
せ
ず
、
ま
た
「
右
衛
門
」
と
「
左
衛
門
」
の
様
に

「
左
・
右
」
の
混
用
も
見
ら
れ
る
が
原
則
統
一
せ
ず
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

原
文
書
の
表
記
通
り
と
し
た
。 

但
し
、
役
職
者
で
は
っ
き
り
わ
か
る
者
は
該
当
箇
所
へ
修
正
の
ル
ビ
を

付
し
た
。 

一
、
巻
末
の
人
名
索
引
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
小
人
・
中
間
な
ど
の
よ
う
に
本
来 

役
職
名
に
冠
す
べ
き
「
御
」
を
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。 

一
、
本
書
の
編
集
は
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
学
芸
員
木
村
早
霧
・
田
中
実
穂
が
担 

当
し
た
。
な
お
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
江
戸
東
京
博
物
館
友
の
会
館
蔵
古
文
書
翻 

刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
左
記
メ
ン
バ
ー
の
協
力
を
得
た
。
こ
の
方
々
の
協
力
が
な
け 

れ
ば
本
書
は
完
成
し
得
な
か
っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。 
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石
本
礼
二

加
藤
喜
代
子

齊
藤
紀
子

笹
原
一
徳

髙
澤
金
吾 

新
倉
隆
一

本
庄
文
江

宮

俊 

（
令
和
七
年
三
月
） 

 


